





Degeneration and Revival of City Festivals











りは，1951 〜 1955 年に各地の商店街に普及するが，1965 〜 1970 年頃に中止が目立った。野田でも
1972 年にパレードを導入し，市民祭に近づけることで存続を図った。となみ夜高まつりなど富山県
























　今回取り上げる祭礼は 3 つある。1 つ目の ｢青森ねぶた祭｣（青森県青森市）は，高度成長期に
観光化し，大きく成長した反面，参加団体が入れ替わり，地縁集団から企業や公益団体へと変化し
















電球で照らす，人形の形をした燈籠である。人形 1 〜 3 体を組み合わせて 1 つのねぶたが構成され





























　図 1 は，1953 年以降の大型ねぶたの台数である。特に高度成長の前期に当たる 1955 〜 1965 年
は，ねぶたの数が年により大きく増減していた。特に少なかったのが 1960 年頃で，1957 年には
12 台，1959 年と 60 年は戦後最低の 11 台であった。その後は 1972 年の 13 台まで，ほぼ一定台数
を維持する。それが増加し始めるのが 1973 年で，一気に 19 台にまで増加する。1974 年は 15 台，



































年 地域 地元店舗 全国企業 公共団体 合計
1953 13 4 4 2 23
1954 12 9 5 2 28
1955 10 6 4 2 22
1956 7 5 4 1 17
1957 7 2 4 0 13
1958 11 3 5 1 20
1959 6 2 3 0 11
1960 6 1 2 2 11
1961 10 3 3 3 19
1962 7 4 2 3 16
1963 3 4 4 3 14
1964 3 4 4 5 16
1965 2 4 3 5 14
1966 1 2 3 7 13
1967 1 2 5 5 13
1968 3 3 5 4 15
1969 1 2 7 7 17
1970 2 2 8 4 16
1971 2 2 4 7 15
1972 2 2 4 5 13
1973 2 3 6 8 19
1974 2 3 4 6 15
1975 2 2 3 7 14






撤退した。また，青森県板金組合は，比較的遅く 1964 年に運行を開始し，1970 年からは大企業と
の合同もしくは支援を受けて現在も運行している。
　地域と地元店舗に代わって増加するのが全国企業である。非常に早かった日本通運（1947 年開
始）のほか，東北電力（1950 年頃開始），電電公社（現 NTT，1950 年頃開始）などが比較的早く
参入し，やや遅れて大洋漁業（現マルハニチロ，1953 年から断続的に参加し 1969 から毎年），日














　1962 年，青森観光協会では 5 月の理事会で，ねぶた祭に最重点を置いた事業計画を定めた。そ
して県外への PR 活動に乗り出す。この観光宣伝キャラバンが，ねぶた祭観光化の大きな要因と
なった。















ぶたを区別するとともに，合同運行日を分け，子供ねぶたは 8 月 3，4 日，大型ねぶたは 6，7 日と
した（1954 年までは旧暦で実施）。




初日にあたる 8 月 3 日夜は「子供ねぶた合同運行」と「大型ねぶた自由運行」のはずであったが，





　さらに観光客の増加に伴い，1979 年には日程を 1 日延長し，8 月 2 日から 7 日まで 6 日間とし




また，1981 年からは 8 月 1 日に，本格的な前夜祭を開催している。
　観光化に伴い，団体客のための観覧席が 1960 年に初めて設置された。1962 年には，青森市と青
森観光協会が，5 日夜に 600 人分，6 日夜に 3,000 人分の観覧席を設けた（『東奥日報』1962.7.26）。
しかし観覧席とはいっても，県外団体客用に縄張りしムシロを敷いた（『東奥日報』1962.5.27）だ
けのもので，団体席と呼ぶべきだろう。



















































































　青森ねぶた祭は，1960 年代に地域ねぶたの数が減少した。大型ねぶたの台数そのものが 1959 年










































　こうした普及について，愛知県安城市商工課は 2003 年に，七夕まつり開催 100 都市を対象にア
ンケート調査を行った。まず行事の性格は，伝統的な習俗が基になった「習俗系」29 カ所，商業
振興を目的とした「商業系」66 カ所，宗教祭祀が基になった「宗教系」8 カ所，商業に限らず地域
振興を目的とした「地域活性化系」25 カ所，「その他」21 カ所（1 つの行事が複数の性格を持つ場
合には両方で数える）。次に開始年は，習俗系は大部分が「大正以前」開始に対し，「商業系」は
66 カ所のうち「昭和 26 〜 30 年」が 23 カ所，次いで「大正時代以前」の 12 カ所，「昭和 41 年以
降」の 10 カ所が続く。1951 〜 1955 年にピークをなす理由を，「戦後，日本がようやく復調の兆し
を見せ始めたころ，人々は星空に将来の経済発展の夢を託したのである」［斎藤　2003］としてい
る。

















（1955 年）といった試みを積極的に展開していく。観客数では，早くも 1956 年に平塚が 130 万人
に達し，仙台の 120 万人を追い越す（ただし祭りの期間は，仙台の 3 日間に対し平塚は 5 日間）。

















し，河川交通の拠点であった野田町の重要性も低下した。戦後は 1950 年に野田町と周辺 3 村が合
併して野田市制を施行，1957 年には周辺 2 村と合併した。1970 年代になると，東部を南北に走る
国道 16 号沿線に工場が進出し，やがて工業団地に集約されていく。また宅地造成と東京のベッド
タウン化が進む。こうして高度成長期には発展した野田市であるが，東京直結の鉄道がないことも
あり，戦後は増加の一途をたどった人口も 2000 年をピークに伸びが止まり，以後は約 15 万人で安
定する［野田市企画財政部企画調整課　2016］。また，商業施設の郊外化も進み，早くも 1970 年，愛




　本稿執筆時の 2016 年は「第 65 回　野田夏まつり躍り七夕」が開催された。このように七夕の開
催回数を数えて「第○回」と掲げたのは 1973 年からで，この年は第 22 回を称している（それ以前
は行事名に回数を冠していない）。ここから逆算すると，中断がなければ 1952 年が第 1 回になる。
しかし，当時の様子には不明な点が多い。
　野田市が市の広報を発行するのは 1954 年 11 月からで，七夕の記事は 1955 年から掲載され始め
る。それ以前の様子は新聞に断片的に掲載されている。

















年の『千葉新聞』には「この祭は三年目を迎えた」（8 月 9 日）とある一方，『毎日新聞』千葉版







　1955 年頃から，各地で七夕まつりが続々と始まる。1954 年に茂原，1955 年に千葉，南総町牛久，
































て七夕は，新聞紙上では 1969 年まで記載があるものの，1970 年に姿を消す。
　一時は盛大に行われた千葉市の七夕まつりも，1965 年を最後に報道が見られなくなる。他の都
市の七夕まつりも，新聞紙上から姿を消していく。





　野田市でも，1970 年から日程を 4 日間から 3 日間に縮小した。1972 年には，野田市が主催団体
に加わり，運営の中心になった。さらに行事内容も変化した。最大の変化は 1972 年の踊りパレー
ドの開始であった。婦人会を中心とする 460 人が，「野田盆踊り唄」を踊りながら目抜き通りを 3
時間パレードしたのであった。
　こうして踊りパレードは，竹飾りとともに七夕まつりの第二の恒例行事になり，参加人数も増え
ていく。規模は年により差があるが，1982 年には約 1,500 人が参加 3 コースに分かれて踊った（『野








1951 年から始まったが，翌 1952 年には「平塚七夕音頭」，1953 年には「平塚恋しや」という民謡
を作り，踊りパレードを取り入れた［平塚七夕まつり実行委員会　1981］。七夕の本家を自称する仙








































　1982 年には 7 年ぶりに人出の記載が登場する。初日が雨天中止であったにもかかわらず「七夕
まつりの人出は両日合わせて約十七万人にのぼりました」としている。1983 年は，「過去最高の
二十七万五千人の人出」，1984 年は「二十七万六千人の人出で賑わった」と，着実に増加し，結果




　1985 年は約 25 万人と，前年よりも少ない数を掲げている。次に人出を挙げるのは 4 年後の 1989
年で，延べ 16 万 5 千人とあり，4 年間で 10 万人近く減少したことになる。1990 年は約 17 万 5 千
人で前年比プラスであるが，1992 年は 9 万 2 千人で，大幅な減少である。その後は 1993 年が 11
万人，1994 年が 12 万人，1995 年が約 8 万人，1998 年が約 13 万人，1999 年が約 14 万人，2000 年




ると野田の七夕まつりは，1980 年代前半に観客動員のピークがあり，1985 年から 1990 年頃に急減
したと推測できる。そして 2002 年には，それまでの金〜日の 3 日間開催から，土曜日と日曜日の
2 日間開催へと日程を縮小したのであった。
（8）変化の特徴
　商店街の集客策として 1951 〜 1955 年に広く普及した七夕まつりは，飾りだけでは飽きられる等








6 月第 2 金曜日と次の土曜日に行われる祭礼である。現在の祭礼は，参加する町が夜高行燈と呼ば



























の中央部に位置し，近世から市場町として発展が始まった。1889 年の 9 村合併により出町が成立
し，1952 年に周辺 9 村を編入し砺波市となった。
　砺波市全体の人口変化は，1950 年（46,026 人）から 1970 年（41,403 人）までは一貫して減少す
るが，ここから増加に転じ，2005 年（49,429 人）にピークに達する（いずれも国勢調査人口［砺波







た。商店数では 1982 年，商品販売額では 1994 年がピークであるという。［柳井　2005］。



















　2014 年の行事は 6 月 13，14 日に行われた。1 日目の夜は行燈の出来映えを審査する「行燈コン
クール」が行われる。小行燈 6 本，大行燈 15 本が，順番に本町交差点に進入し，代表者が審査員
に行燈の特徴をアピールした。審査が終わった行燈は本町通りに一列に並び，観客が美しい行燈の
出来映えを楽しんだ。審査結果は直ちに集計され，表彰式が行われた。大行燈の場合，総合得点に
従って，1 位の市長賞以下 8 位までが受賞する（他に特別賞がある）。少しでも良い賞を受賞する
ことがこの日の目標である。表彰式が終わると行燈は各町に帰って行く。
　2 日目は突き合わせが行われる。事前に決められた組合せに従い，北陸銀行前と富山第一銀行前
の 2 箇所で各 8 組，全部で 16 組の「対戦」が行われた。1 組は 20 分以内と制限時間が決まってい









限時間内に 2 〜 3 回の突き合わせが行われる。
　こうして 16 組の突き合わせが終わると，終了の儀式「シャンシャン」がある。現在では，14 町
































というものである（『北日本新聞』1952.6.12）。また「田まつり　6 月 10 日，11 日」と記したポス
ターも作成されていることから，商工会が観光を意識し始めたことがうかがえる。
　以後，1950 年代には祭礼が順調に発展していった。まず行燈の高さには制限があるものの，
1953 年には 12 尺（約 3.64m，『北日本新聞』1954.6.5），1954 年には 14 尺（約 4.24m，『北日本新
聞』1954.6.5），1959 年には 5.3m（『富山新聞』1959.6.9 夕刊）へと上限が徐々に上昇している。行




聞』には，1961 年に砺波市太郎丸で中学生が行燈に轢かれ 1 ヶ月の重傷を負ったと言う記事（『北
日本新聞』1961.6.13）しかなく，出町の様子はわからない。郊外の太郎丸が出町に来るのは 1977
年からである。このため，この 2 年間は出町では行燈が出ていないと考えられる。






















































　こうして 1967 年には夜高行燈が復活し，7 町の行燈が市街地を練り歩いた。
　続く 1968 年には 6 つの町（『富山新聞』1968.6.10）。1969 年は町名がわからないが 7 本（『北
日本新聞』1969.6.10）もしくは 8 本（『富山新聞』1969.6.12），1970 年も 8 本（『北日本新聞』
1970.6.12），1971 年は 8 本（『北日本新聞』1971.6.12）もしくは 12 本（『富山新聞』1971.6.12），
1973 年には 13 町から 14 本になる（『北日本新聞』1973.6.12）。そして 1974 年には 12 町から 24 本
（『北日本新聞』1974.6.12），旧出町 18 町内から 21 本（『富山新聞』1974.6.12）と，新聞により数に
違いはあるものの，総数が倍近くに増え，小行燈を含めて複数の行燈を出す町内が増えた。1975





















のことを申し合わせた。一 . 引回しを円滑に運営するため運営委員会を設ける。一 . 参加者は
中学生以下または砺波商店会の検印のある腕章をつけた者（各町二十人）に限ること。一 . あ
んどんは左側通行として，交差点に止まらぬこと。一 . 引回し中あんどんを前方または後方に
傾斜（戦闘体制）をとらないこと。一 . 裁許は白地に赤線入の腕章をつけること。一 . あんど
んの高さは五・三メートル，練棒の長さは六メートル以内，横棒の長さは二メートルとし，ワ




















る。6 月 10 日は練り回しと審査，11 日にぶつけ合いが恒例になっていたようである。
　そして 1980 年頃に行事が大きく変わる。突き合わせの場所，時間，突き合わせ相手を事前に決



















































































　新聞記事によれば，まず 1950 年に高岡市伏木の伏木曳山祭で，町内曳き回しと祭礼で各 1 名，
合計 2 名が死亡した。翌 1951 年には，福野夜高祭で，行燈にはさまれて 2 名が死亡した。1954 年
には，富山市岩瀬の曳山車祭で，見物の少女が死亡した。1957 年には，伏木曳山祭で見物客が死




























































　これまで 3 つの祭礼について，高度成長期の変化を紹介してきた。次に，これらを比較し（表 2），
高度成長期の祭礼の変化をまとめていきたい。



























西暦 元号 青森ねぶた祭 野田七夕まつり となみ夜高まつり
1946 昭和 21
1947 昭和 22 青森市復興港まつり開催
1948 昭和 23 「市制施行五十周年港まつり」として開催。海上運行，花火大会始まる。審査制度始まる（優秀，優良，佳良の 3 段階）
1949 昭和 24 出町三百年祭に合わせ開催
1950 昭和 25 上町で 1 週間七夕と福引 （伏木曳山祭で 2 人死亡）
1951 昭和 26 （平塚，福生で七夕祭開始。関東各地で七夕祭り始まる）
各地で特に盛大
（福野夜高祭で 2 人死亡）
1952 昭和 27 本町会で七夕祭の売出しと竹飾り 行燈コンクール実施
1953 昭和 28 大人ねぶたと子供ねぶたを区別し合同運行日を分ける（子供が 3,4 日，大人が 6,7 日） 竹飾り審査あり 高さ制限 12 尺
1954 昭和 29 新町にネオンでき高さ 5.4m が上限になる 審査あり最優秀賞は知事賞（茂原で七夕祭開始）
高さ制限 14 尺。行燈 40 本
（岩瀬曳山車祭で 1 人死亡）
1955 昭和 30






1957 昭和 32 日専連全国大会（仙台）に遠征。横長の「シネスコ型」続出，最大で幅 28尺 むらさき音頭できる （伏木曳山祭で 1 人死亡）
1958 昭和 33 「青森ねぶた祭」と改称。日専連東北大会開催のパレードにねぶた参加。審査廃止 観光協会と商連の主催
1959 昭和 34 大型ねぶた 11 台（戦後最低） 関係者が事前申し合わせ。高さ制限 5.3m
1960 昭和 35 大型ねぶた 11 台（戦後最低） ミス野田選出 （行燈出ず ?）（津沢でこの頃行燈中断）
1961 昭和 36 県庁参入 （行燈出ず ?）（井波で田祭簡素化）	（伏木曳山祭で 2 人死亡）
1962 昭和 37
青森観光協会，ねぶた祭最重点の事業計画を定める。観光宣伝キャラバン開




1963 昭和 38 青森市無形文化財に指定。地域を母体とする大型ねぶた激減（前年の 7 から3 へ）
商議所，観光協会，商連で実行
委員会結成 行燈出ず
1964 昭和 39 観光協会が統一ゆかた作成，一般に販売。国鉄，マルハ参入 行燈出ず
1965 昭和 40 日立参入 （この頃，各地で七夕祭り終了） 行燈出ず
1966 昭和 41 行燈出ず
1967 昭和 42 初日と 2 日目，大型ねぶた出ず。子供ねぶたわずか 4 台。奨励賞を制定 行燈復活「8 年ぶり市街地を練り歩く」（富山新聞）
1968 昭和 43 初日から大型ねぶたが合同運行に加わり，大型ねぶたが 5 日間合同運行。ハネト参加を一般開放 （船橋産業まつり開始）
1969 昭和 44 県庁前歩道橋設置（高さ 5.2m）。囃子賞を制定（2 年中断後 1972 から恒例化）
1970 昭和 45 日本万国博覧会に登場 日程を 4 日間から 3 日間に縮小 関係者が事前申し合わせ。1 万人近い人出
1971 昭和 46 ｢日本の祭り」に登場（1984 まで）。奨励賞を知事賞に改める （柏商業まつり開始）
1972 昭和 47 人出 200 万人突破。ミスねぶたコンテスト開始 市主催。野田盆踊り歌でき踊りパレード開始
1 万人の見物客。行燈に車輪を入
れる（庄川で行燈復活）
1973 昭和 48 海上運行中止 市報で回数数え始める （福野夜高行燈が大銀座まつりに遠征）
1974 昭和 49 野田小唄できる （津沢で行燈復活）
1975 昭和 50 15 万人の人出
1976 昭和 51 ニースのカーニバルに遠征
1977 昭和 52 主催「青森ねぶた祭実行委員会」。「ねぶたの里」オープン 24 本，郊外からも参加，けんかあんどんの記載
1978 昭和 53 ブラジル移民七十年祭・第五回東洋祭り（サンパウロ）に遠征 反省会で組織整備の必要性を議論
1979 昭和 54 日程 1 日増やし 8 月 2 〜 7 日 全国 3 位の規模を自称 夜高保存会できる






1981 昭和 56 海上運行復活。1 日に前夜祭開始 市と実行委の共催
1982 昭和 57 （東北新幹線盛岡まで開業） 3 日雨で中止
1983 昭和 58 27 万 5,000 人の人出市報の他にリーフレット配布
砺波市夜高行灯曳き回し実行委
員会主催。砺波夜高振興会設立
1984 昭和 59 27 万 6,000 人の人出 28 本。見物客 1 万 5,000









































期に，物質的豊かさだけでなく ｢生活の質｣ の向上が求められ，その中核となるものが ｢文化｣ に
他ならなかったことを指摘している［根木他　1996］。
　次に，祭礼の ｢観光化｣ が挙げられる。これは本論文で取り上げた青森ねぶた祭と仙台七夕祭に



























































































松戸は『毎日新聞千葉版（三）』1959 年 8 月 1 日，銚子
は『毎日新聞千葉版（二）』1959 年 8 月 6 日，船橋は『毎
日新聞千葉版（三）』1959 年 8 月 8 日が新聞での初出で









（16）　　人数は各年の『野田市報』9 月 1 日号に掲載さ
れている。
（17）　　私はとなみ夜高まつりを 2011 年から調査し，現
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Degeneration and Revival of City Festivals in the Rapid Economic
Growth Period
ANAMI Toru
This paper clarifies the features of the transformation of city festivals by comparing how they 
were transformed during the rapid economic growth period and how the changes were related to 
local communities. This study analyzes the following three festivals: Aomori Nebuta Festival （Aomori 
City, Aomori Prefecture）; Noda Tanabata Festival （Noda City, Chiba Prefecture）; and Tonami Yotaka 
Festival（Tonami City, Toyama Prefecture）. Aomori Nebuta Festival witnessed a decline in the number 
of Nebuta floats from local communities in the 1960s. It was, however, re-established as a popular 
tourist attraction in the 1970s, with a rebound increase in float numbers supported by the growing 
participation of public entities and private companies around Japan. The festival became so popular to 
be held in other cities around the country and designated as a cultural asset. Noda Tanabata Festival 
is one of the star festivals held in urban areas to pay tribute to the Legend of Tanabata. This type of 
festival was embraced by shopping districts around Japan between 1951 and 1955. Many were, however, 
discontinued in the late 1960s. Noda Tanabata Festival also needed to be refreshed to continue on. It 
was therefore transformed into an event similar to a community fair by introducing a parade in 1972. 
Tonami Yotaka Festival, like other fight festivals in Toyama Prefecture, was once abolished around 1960 
due to criticism from the police, parent-teacher associations, and other organizations and revived in the 
late 1960s.
Thus, the festivals experienced significant changes in the first half of the rapid economic growth 
period. Some went into a decline, and some even discontinued. On the other hand, the festivals were 
revived and redeveloped in the second half of that period. The degeneration in the first half was 
attributed to the New Lifestyle Movement as well as the trend of the times to put the economy first. 
The revival in the second half was supported by the following factors emerging in the Age of Culture, 
when Japan was enjoying stable growth after the oil shocks: （i） “enculturation” to recognize festivals as 
important culture and designate them as cultural assets; （ii） “touristization” to use festivals as tourism 
resources; （iii） “organization” to let local authorities operate festivals and bear the cost; and （iv） “safety 
improvement” to make festivals accident-free.
Key words: Rapid growth, degeneration and revival of festivals, enculturation of festivals
